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20  　 発酵生産

842 大麦糠の 無蒸煮ア ル コ
ー

］レ発酵に よる紫色 素生産 く第 20 報》
一 発 酵濾液の 分画物か らの色素生産一

く崇城大 ・ 工 ・ 応微工）o 中屋辰郎 Pt 出鸚 智昭 、 大庭理一 郎

驟 鹸劉大麦糠の 無蒸煮アル 調
一 ル 発酵に よ　t・・」得 られた髭酵櫨液を酸化的条件下

に お くこ とで 紫色素 （E［ordeanmim ）が沈殿形成する。 しか し 、 本色素の 沈殿形成墨

力昆 ズム は 讃だ解鴫 されて い ない 。 そ こ で 塞報で は 、 色素生成前の懿 酵濾漉を限

外 濾過 に よ サ分 衝 し、 色素沈殿形成変化 を試験 し艶 。

蓬方法】大麦粮 を斃酵原料 と して 罵い tS 従来の 方浤
1）

に 従い 鬱酵濾液を得赴 。 こ

の 発酵濾液を限外濾過 によ り、 分子 煮 k   o  以 下 、
1

，
00  猷上 1  脚   以下 sc　1  ，

  oo

以上 に分薩 し． 各画 鶯の 組み 倉わせ に よ 為蝕の 変化 を磁差謙 と 5      に お1ナる吸

収 裔鼠験 し 、 沈殿の 変艦を 660　mm に おける吸収及び肉眼釣に 試験 した 。

藍結果羃魚の 変化 を試験 した結果 、 脅苧 蠱 1
，
0eo 以下 画蘇は 騨 o 灘 に よ る吸奴が

最 も窩 くA 儀差謙 に よる齢新か らも儀素が 多 く形 歳 したの 鰭 9 この 画 彡含に は

Ho 戯 e 既 難 楓 の 斃蝕物質が 姦 く念まれて い ると推定 した 。 塞た鎗畢量 1
，
  O  以下 癬

倫 と 10
，
000 願よ 画分 を組み 合わせ た と 髫に tS 多蠶の穂素漉殿が形成し獲 。
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　　　　　　　　一 色素生成 へ の 酵素 製剤等の 影響一

　　　　　　　　大庭理
一

郎 、 0 河野儀之 、 撮 目智昭 、渕崎貞道
＊

　　　　　　　　 （崇皴大学 ・ 工 ・ 応微工 ，
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　躪 醐 小麦紛 を製造す る際大量 に生成 され る未利用農産物で ある小麦ふ す まは 、 ビ

　タ ミン 、 ミネラル 、ポ リフ ェ ノ
・一一一fV等 の 有効成分 を豊 富に食 ん で い る 。 本研 究で は

　こ の 未利用農産物で あ る小 麦ふ す まを有効物質に転換す る こ とを 蜀的 と して い る 。

前回 は小麦 ふ すま か らの 基礎 的な色 素生成 条件 につ い て 報告 を行 っ た 。 今魎 は 色素

　生成の 斃酵原 料の 熱処理 、お よび 酵 素製剤 の 影響につ い で検討 を行 っ た 。

　［方法］発酵原 料は オ … ス トラ リア 産の 小麦 を罵 い た 。 発 酵原 料 に熱処理 を簾 え色素

　生成を行 っ た 。 ま た 発酵原料に酵 素製劇 を添加 し色素 生成 を行 っ た 。 色素生成は 以

　前報告 した 方法
1）に従 い 行 っ た 。 酳 素製剤 は市販 の プ 惚 テ ア

・一一ti
、 グル コ ア ミラー

　ゼ
、

セ ル ラ V−−ti
、

ペ クチ ナ ーゼ 等 を鵬い た
。 色素量は遠心 分離に よ 夢図収 した色素

　を 1％翼雛 贓 eO 蕪 に溶解 し 、 吸奴ス ペ ク トル よ り算出 した 。艶質 は色差 謙 にて 瀏 定

　し、距unteif 　tsで 評 顯 した
。

　［結果］発 酵原 料 に熱 処理 を行 っ た もの は 、70℃ 以 上 で は魚素が 生 成 しなか っ た 。

　酵素製薊 を添加 した もの は 、 全 体的に色素量の 増加 が見 られ た 。 そ の 中で もプ ロ テ

　ア ーゼ （ス ミチ ー ム A楚、
ス ミチ …−sム LP ＞、 セ ル ラ

ーゼ （ス ミチー ム AC ）を添加 した

　もの が 色素量 の 著 しい 増加 を示 した 。
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